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1 学校運営について管理職は，リーダーシップを発揮している。 33 53 7 0 7 87 67 73 100

2 学校運営に教職員の意思が反映されている。 27 67 0 0 7 93 50 55 83

3 校務分掌は適性や能力に応じて決められている。 27 53 13 0 7 80 58 73 92

4 教職員は互いに協力的に教育活動をしている。 53 40 7 0 0 93 75 82 92

5
児童や保護者に関する報告や連絡・情報交換が日常的にで
きている。 27 53 13 0 7 80 50 100 100

6 保護者との意思疎通の機会が十分にある。 27 53 13 0 7 80 58 73 75

7 いじめや様々な問題行動の防止について学校全体で取り組めている。 33 20 40 0 7 53 42 91 92

8 自分なりの目標を持って１年間取り組めた 40 60 0 0 0 100 100 91 92

9 発表や作品提出等どの児童も活躍できるように配慮している。 47 53 0 0 0 100 100 82 92

10 忘れ物や徒歩通学など基本的な生活指導ができている。 0 73 13 0 13 73 33 73 75

11 児童の挨拶・言葉遣い等について機会をとらえて指導している。 13 60 27 0 0 73 58 82 92

12 家庭と連携しながら児童の指導を進めることができている。 20 53 13 0 13 73 42 100 92

13
よくわかる楽しい授業を目指し，指導方法などの工夫・改
善に努めている。 13 67 20 0 0 80 75 82 92

14 危機管理意識をもって教育活動を行っている。 20 73 7 0 0 93 67 91 100

15 体験活動や外部講師の招聘等，学習活動の工夫ができている。 27 47 13 0 13 73 75 36 67

16
折に触れ，生き方について考えることや豊かな心を育てる指導を
している。 7 67 20 0 7 73 58 73 92

17 年間計画に基づいて人権学習や道徳教育を進めている。 0 47 27 13 13 47 67 91 83

18
児童が本を読むように朝の読書や読み聞かせ等の読書活動
に取り組んでいる。 13 73 13 0 0 87 92 73 100

19 学校の施設・設備等の安全管理に気をつけている。 27 67 0 0 7 93 92 91 100

20 勤務区分や不祥事防止など服務規律を守るように気をつけている。 67 33 0 0 0 100 92 100 100

21
事件・事故・災害等の危機に際し,迅速・適切に対応する準備がで
きている。 33 60 7 0 0 93 83 100 92

22
シュレッダーを利用する・パスワードを設定するなど,情報
資産の保護・管理・廃棄に十分気をつけている。 53 40 7 0 0 93 100 91 92

23
日々の活動における問題や悩みについて相談し合えるよう
な教職員同士の人間関係ができている。 33 53 7 0 7 87 75 82 83

24 時間的・精神的にある程度ゆとりある生活が送れている。 13 53 20 13 0 67 33 45 33

25 年休・夏休等の休暇は取りやすい 40 33 20 7 0 73 75 91 50

26 情報教育によって指導環境が向上した 20 47 27 0 0 67 67

＜成果＞

2,4-教職員の共通理解を形成した中で,協力して学校運営や教育活動に取り組めることが増えた。

0

15‐体験活動や外部講師の招聘など，学習活動の工夫により一層取り組む必要がある。

7‐問題行動について，学校全体で取り組む必要がある。
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26-市教委と連携を深め，ICT機器の充実，指導力の向上に努める。

20-教職員は，コンプライアンス順守を徹底し，高い倫理観と使命感で勤務できている。
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17‐年間計画に基づいて人権学習や道徳教育を進める必要がある。

10,11‐昨年度比では向上しているが，今後も継続して挨拶・言葉遣い・忘れ物などの基本的生活習慣について指
導を強めていく必要がある。

14,21-危機管理意識をもって，各種の教育活動に取り組めた。

24,25-教職員間のコミュニケーションを強め，共助の気持ちを高めていく。

5,6‐保護者との連携が深まり，共通理解のもとでの指導が強められた。


